
① １１月１３日（金）臼杵市消防団・防災士合同防災研修会

　　　臼杵市中央公民館　１９時～　受講者　２３０名

　岩手県宮古市から元広域消防組合消防本部　消防次長の

 金澤純二氏とグリーンピア三陸みやこ仮設住宅自治会長の 　　ＮＰＯ法人「大分県防災活動支援センター」は大分県民と

 梶山亨次郎氏を招き、「被災地からのメッセージ」として被災 　共に「減災と地域防災力向上啓発」に関する事業を行い、

 体験と現状を講演。被災現場の生の声を聴けたことは意義 　減災文化の創造と地域住民の安全確保に寄与するために

 がある。考えさせられることが多かったようである。 　平成１８年２月に大分県からＮＰＯ法人として認証され、

　これは、臼杵市と当センターが共同開催としたものである。 　法務局に登記しました。

　　顧みますと当時は大分県内に防災士は８６名で、その中の

② １１月１４日（土）佐伯市防災士スキルアップ研修 　２５名で発足したのであります。当時の大分県の地域防災力

　　　佐伯市役所４階大会議室　　受講者　７５名 　は自主防災組織率７０％台、訓練等の活動率は１０％程度

　『被災地からのメッセージ』として、前日、臼杵市で行った 　でありました。

 講演の佐伯版である。被災地の本当の姿を見ることが出来、 　　以降、大分県や県内市町村の努力とＮＰＯ法人大分県防災

　　ＮＰＯ法人

　　「大分県防災活動支援センター」

　　　　　理事長　廣瀬 一策

　　センター 開設10周年

　　　　を迎えて

大分県自主防災組織活性化支援センター

防災士スキルアップ研修

防災通信 ３９号

発行日 2015年12月15日

発行責任者

大分県防災活動支援センター

理事長　廣瀬　一策

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://opdo.sakura.ne.jp/

 講演の佐伯版である。被災地の本当の姿を見ることが出来、 　　以降、大分県や県内市町村の努力とＮＰＯ法人大分県防災

 大変良かったと好評でした。 　活動支援センターの献身的な活動で、地域防災力は自主防

 お二人とも大分に到着して休む暇なく、連日の講演でしたが 　災組織率は１００％に近づきましたし、訓練等の活動率は50

 「大分県の防災士の意識の高さに感激した。大分県の取組 　％台、防災士も７，０００名程度に飛躍的に発展しました。

 みを岩手でも実践したい。」と感想を述べて帰られました。 　　ＮＰＯ法人大分県防災活動支援センターは南海ﾄﾗﾌ大地震

　を想定して、結成１０年目を契機に大分県内市町村、県下の

③ １１月１５日（日）竹田市防災士スキルアップ研修 　自主防災組織、企業法人、ＮＰＯ法人と堅く連携し、更なる

　　　ＤＩＧ中級　受講者１０名　講師　川村主任研究員 　減災文化の創造をめざします。

　竹田市社会福祉協議会　いきいき交流会館　１０；００～ 　　これからも皆様方のご指導、ご鞭撻をお願い申し上げます。

 DIGの中級とか銘打つと敬遠する人が多いのではと感ずる。

 前回も竹田市は、9名の参加しかなかったようである。

 市の防災士協議会に加入していない防災士にも参加して

 もらうような取り組みが必要です。

④ １１月１９日（木）宇佐市防災士スキルアップ研修 ① １１月１４日（土）大分市防災士養成研修

　　　宇佐市役所院内支所　１９：００～ 　　　大分市役所６階大研修室

　　　避難所開設と運営について　　講師　清松事務局長  大分市が単独で行う養成研修で、災害図上訓練（ＤＩＧ）の

 表題のことについて、一通り研修したのち、「避難所の生活  講師と指導員の派遣要請を受けて行うもの。今年は講師に

 ルール」をテーマにワークショップ。自分達で実際にそれを  上山主任研究員、指導者に、財前、築城、挟間、山村の各

 作って発表してもらった。  理事が参加。

 各グループとも、それぞれにできていたが、核心をついた

 グループもあった。 ② １１月１４、１５（土、日）佐伯市職員防災士養成研修

　　　佐伯文化会館ホール　受講者　７４名

⑤ １２月　６日（日）中津市防災士スキルアップ研修  佐伯市が単独で行う養成研修で、職員の防災意識向上と

　　　ＤＩＧ中級　受講者１５名　講師　川村主任研究員  知識の習得を目的として行うもので、昨年に続き２回目の

　　　中津市役所３階会議室　１０：００～  職員研修である。南海トラフ地震と津波で大きな被害が

 今年の中津市防災担当近藤君が早くから、会場準備をして  予想される佐伯市としては、いざという時に、職員が冷静に

 くれたので大変助かりました。受講者も熱心に取り組んでい  対応するべく知識と技能を高めることを主眼としており、それ

 ただきました。ただ若い人、女性の方が参加されてなかった  だけに研修にも熱が入り、皆さん真剣に受講していた。

防災士養成研修

 ただきました。ただ若い人、女性の方が参加されてなかった  だけに研修にも熱が入り、皆さん真剣に受講していた。

 のが、寂しく感じました。２つの設問を真剣に討議して纏めて

 もらったが、発表の時間が取れなかったのが残念でした。 ③　別府市会場（別府市32名・由布市33名・日出町28名参加）

　　11月28、29日　別府市社会福祉会館 　参加者97名



① １１月１５日（日）大分市荷揚校区合同防災訓練 防災講話
＊学校名の接頭番号は、実施校の連番

　　　荷揚小学校体育館　１０：４０～ 14. 別府鶴見ヶ丘高等学校　【地震・津波避難訓練】

　　　３．１１の教訓を踏まえて　　講師　清松事務局長   11/16（月）　15:00～　上山

　校区内８自治区合同とあって参加者も２００人近くになった。 15. 大分上野ヶ丘高等学校　【地震避難訓練】

　東日本大震災の揺れの映像で、ほとんど経験したことの 　11/24（火）　11:30～　上山

　ない海溝型の地震は長く、何度も起こることを認識戴いた。 16. 佐伯豊南高等学校　【地震・津波避難訓練】

　11/25（水）　13:30～　池永

② １１月２２日（日）大分市大道校区合同防災訓練 防災講話 17. 三重総合高等学校　【地震・火災避難・消火訓練】

　　　大道小学校体育館　１０：３０～ 　11/25（水）　11:45～　財前

　　　防災意識向上を図るためには！　講師　清松事務局長 18. 津久見市立保戸島小・中学校　【地震・津波避難訓練】

防災ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ業務 学校防災ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ業務

第4回　おおいた

ものづくり王国総合展

　会場　別府国際コンベンションセンター

　１２月１０日（木）、１１日８金）の２日間、当センターが昨年度

 企画開発したプロトタイプ、『避難カート： ｅ～su (イース）』を

 出展しました。TOSテレビ大分の取材を受け、当日夕方のTV

 番組「ゆ～わくワイド＆News」で放送されました。また、来場

 していた女子高校生らの目にとまり、取材を受けたり、共同

 開発者のメンバーも訪れ、とても良い雰囲気の２日間でした。

　　　防災意識向上を図るためには！　講師　清松事務局長 18. 津久見市立保戸島小・中学校　【地震・津波避難訓練】

 校区内13自治区の防災士が先導した避難訓練 200名参加 　11/26（木）　10:00～　池永　一水

 防災講話は災害時の情報伝達、自分の身は自分で守る 19. 佐伯鶴城高等学校　【地震・津波避難訓練】

 こと、家具固定の必要性等まとめて行った。 　11/26（木）　11:40～　清松　川村

20. 杵築高等学校  【地震・火災避難・消火訓練】

③ １１月２３日（月）大分市千代町自主防災会 　11/27（金）　11:00～　池永

　　　千代町広場（テント内）１０：３０～ 21. 芸術緑丘高等学校　【地震避難訓練】

　　　身近にできる防災対策　　講師　財前　　家具固定　山村 　11/27（金）　10:50～　上山

 事前打ち合わせが出来ていたためテント内の講話もｽﾑｰｽ 22. 津久見市立第一中学校　【地震・津波避難訓練】

 にできた。家具の固定については、山村理事が実際の家具 　12/1（火）13:30～　池永　清松

 を壁に固定するさまをみせた。固定の必要性は納得できたが、 23. 佐伯市立城南中学校　【地震・津波避難訓練】

 実際に、自宅の家具の固定をするかが課題。 　12/2（水）　13:30～　清松　一水

24. 大分南高校　【火災避難・消火訓練】

④ １１月２９日(土)　大分市寺司防災会　防災講話 　12/3（木）　11:40～　清松　上山

　　　寺司公民館　９：００～ 25. 別府青山・別府翔青高校合同 　【地震・火災避難訓練】

　　　津波・水害から命を守る避難行動　講師　財前　賢治 　12/4（金）　11:00～　上山

⑤ １１月２９日（日）大分市山津自治会　防災講話 26. 鶴崎工業高校　【火災避難・消火訓練】

　　　山津公民館１１：００～ 　12/4（金）　12:30～　池永

　　　身近でできる防災対策　　講師　廣瀬　一策 27. 竹田高校　【火災・消火避難訓練】

　12/4（金）　10:00～　川村

28. 佐伯市蒲江小学校　【地震・津波避難訓練】

　12/4（金）　13:00～　清松

○ １１月２１日（土）草地　猫石地区防災研修 29. 三重総合高校久住校　【火災避難・消火訓練】

　　　猫石老人憩いの家　１９：００～ 　12/7（月）　13:05～　財前

　　　講話とＤＩＧ　　講師　一水、畔津 30. 爽風館高校　【地震・津波避難訓練】

 消防団と防災無線による広報を合図に避難訓練。住民76名 　12/10（木）　13:30～　上山

 と子供たちも参加。津波の心配はない地区だけに切迫感は 31. 大分工業高校　【地震・火災避難・消火訓練】

 感じられない。しかし地区民のまとまりは良い。いざという時 　12/11（金）　11:15～　清松

 は公民館で住民持ち寄りで避難生活が送れるという考え方。 32. 大分豊府高校・豊府中学　【地震・火災・津波避難訓練】

豊後高田市の事業

 は公民館で住民持ち寄りで避難生活が送れるという考え方。 32. 大分豊府高校・豊府中学　【地震・火災・津波避難訓練】

 強い地震が来た場合この建物で大丈夫？からＤＩＧに入った。 　12/11（金）　12:00～　池永

 やはり指定避難所の草地小学校までの避難を考えることにし 33. 雄城台高校　【地震・火災避難訓練】　予定

 避難ルートを仕上げた。 　12/24（木）　10:20～　清松　上山　（予定）　

（一水　記）


